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要 旨 
目的： 
飲酒する男女のメタボリックシンドローム(MetS)の有病率は文献間で一致しない。本研

究の目的は、コントロールされた環境のもと禁欲的な状態にいるアルコール依存と診断さ

れた患者における MetS の有病率を、北ドイツの似たような地域でプライマリケアをうけて

いる対照群と比較することである。 
方法： 
コントロールされた環境で認知行動療法中のアルコール依存の男女 197 人を、北ドイツ

の同様の地域でプライマリケアを受けている 1,158 人と比較した。米国心臓協会/国立心肺

血液研究所（AHA/ NHBLI）の基準を用いて、MetS の個々の構成要素の有病率を両群につ

いて求めた。 
結果： 

MetS 有病率は対照群に比べ、アルコール依存の男女の方がほぼ 2 倍高かった（17.0％対

30.6％）。個々の基準については、男女ともに空腹時血糖値と血圧で上昇がみられ、女性の

みトリグリセリドで上昇がみられた。HDL コレステロールはアルコール依存の男女で高か

った。 
結論： 
われわれの結果から、MetS 有病率の増加、血圧上昇、血糖や脂質代謝のコントロール不

良がアルコール依存者でみられた。高 HDL-コレステロールに心保護効果があるかは、この

文脈では疑わしいままである。 

 




